
 

 

 

 

平成 ３０ 年 8 月 ２６ 日（日） 
午後 1 時 ３０ 分～午後 ３ 時 ３０ 分 

 

 

＜講師紹介＞ 

山根爽一 

生物多様性センター センター長 

元茨城大学教授（教育学部） 

日本昆虫学会  学会長 

・ハチ類を中心とした社会性昆虫 

生態系保全の研究 

後藤優介 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館学芸員 

・ロシア極東部に同所的に生息するツキノワグ 

マとヒグマの種間関係と保全に関する研究 

・生態学・遺伝学的手法を用いたツキノワグマ 

の個体群構造と分散行動の影響の解明 

申込先  ミュージアムパーク茨城県自然博物館 

TEL  0２９７－３８－０９２７（イベント申し込み直通） 

アライグマ注 意 報  
発 令！ 

 
特定外来生物 

―生物多様性に与える影響と対処法― 

 

会 場 ミュージアムパーク茨城県自然博物館 講座室 

(〒306-0622 茨城県坂東市大崎 700) 

主 催 茨城県県民生活環境部自然環境課生物多様性センター 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館 
 

参加費 無料 （事前予約制・先着 30 名） 

     ※入館料が必要です(一般７４０円，高校大学生４５０円，小中学生１４０円) 

内 容 
  １３：３０ 受付・開場 

 １３：３５  茨城県の特定外来生物について（講師：山根爽一） 

             ・茨城の特定外来生物について 

       ・特定外来生物対策 

 １４：４０ アライグマについて（講師：後藤優介） 

             ・夜行性ほ乳類の見分け方 

       ・茨城県でのアライグマの生育状況 


